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 ９月２６日（木）の３･４限に、「オペラ 森は生きている」のワークショップを体育館

で行いました。今回は、１１月２７日に本校体育館にて上演されるオペラシアターこんに

ゃく座による「オペラ 森は生きている」に向けてのワークショップです。こんにゃく座

から３名の方（役者２名、ピアノ伴奏１名）に来ていただき、楽しく活動しました。 

 ワークショップは、こんにゃく座の方々の歌で始まりました。体育館の隅々まで響きわ

たる歌声。それでいて、やさしく心地よい響きとすてきなハーモニー。すでに子どもたち

はステージにくぎづけです。オープニングの歌のあとは、簡単に「オペラ」について教え

ていただきました。同じ場面を一般的な「劇」と「オペラ」で演じ、その違いをわかりや

すく伝えていただきました。 

 そして、子どもたちも一緒に活動するワークショップが始まりました。はじめに、こん

にゃく座直伝の体操です。体操とは言っても、オペラにおいて歌を歌ったり、演技したり

する上で、基本となる大事な動きです。全身の力を抜き、ゆらゆらと体を動かす様子が、

「こんにゃく」を連想させます。子どもたちは一生懸命に取り組んでいました。 

 次に、ワークショップのメインである「森へ向かうソリの歌」を練習しました。歌を練

習し、徐々に振付がなされました。 

「オペラ 森は生きている」の中 

のソリに乗っている場面で、本番で 

は本物のオペラとともに子どもたち 

（全学年）が一緒に歌い踊ります。 

本番がとても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月２５日（水）は、性暴力対策アドバイザー派遣事業として、３限に５年生、４限に

６年生が、「『境界線』ってなに？」のテーマで授業を受けました。講師は、本校にスクー

ルカウンセラーとしても来ていただいている幾野先生です。「境界線（性の境界線も）」を

もとに、自分も他者も尊重するあり方を学びました。「境界線」は自分を守る・相手を守る

バリアであり、「境界線」を守るには「言葉でお互いの気持ちを確かめ合うこと」「『イヤ』

だと相手に伝えていいこと」「相手も『イヤ』と言っていいこと（相手の境界線を守る）」

や、ピンチの時は「味方になってくれるおとなに話していいこと」などを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  １０月 ２日(水) 1年 小小交流（濃施山公園） 
      ３日(木) 4年 校外学習（荒木浄水場） 
      ４日(金) 子どものためのクラシックコンサート[ﾏﾘﾝﾊﾞ･ﾊﾟｰｶｯｼｮﾝｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ]③④ 
      ８日(火) 4,5年 西公民館交流事業（サンドアート） 
     １０日(木) 5年 稲刈り体験⑤ 
     １１日(金) 前期終業式② 
     １５日(火) 後期始業式① 
     １６日(水) 3年 校外学習（明治乳業九州工場）、4年 親子活動⑤⑥ 
     １８日(金) 読書集会〔昼の活動〕＊八幡ドリームブック来校、5年 西中見学会 
     ２１日(月) たてわり班そうじ  ＊１１月１日まで 
     ２２日(火) 3年 小小交流（岡山小学校） 
     ２３日(水) 3年 親子活動⑤⑥ 
     ２８日(月) 3年 八女茶のおいしい淹れ方教室⑤ 
  １１月 ９日(土) 学習発表会、八幡ふれあい広場  ※１１日(月)振替休日 
     ２０日(水) 6年 修学旅行（長崎市）１日め、1年 親子活動、2年 親子活動 
     ２１日(木) 6年 修学旅行（長崎市）２日め、5年 親子活動 

          ※ 行事はあくまでも予定です。変更の可能性がありますので、ご承知ください。 
  

オペラ「森は生きている」ワークショップ by こんにゃく座 

「境界線」ってなに？ ～あなたのからだはあなたのもの～ 

１０月・１１月の主な行事予定 

５年生 

６年生 

そりははしる そりはかける もりをめざして ゆきをける 
そりははしる そりはかける もりをめざして ゆきをける 
ぎんのかがみのように たいようは かがやき 
つめたいかぜは ナイフのように ほほをうつ 
まちのかざりも きょうかいのとうも 
あっというまに うしろのほうへ とんで とんで とんでゆく 

※ 学校ホームページでの掲載においては、個人情報保護のため、画像等の一部を加工しております。 


